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小 麦 黒 大 豆 １斗 １斗 

水 白 塩 炒る 煮熟 （夏 ・ ６月） ７升 ３升 

粗く磨 （つ） く 磨 （つ） く 
煮立て ・ 冷ます 

蓆に広げ 
製麹 

晒乾 （３ ・ ５日間） 

細末に磨き ・ 羅 （ふる） う 
（粗いもの→晒乾→磨き→羅う） 

練る （混合） 

桶に収蔵 

山椒の 粉 晒乾 （毎日） 
木臼で搗く （１月１回） 

木臼で搗く 

唐 納 豆 木の葉形状につくる 
（泥状にしても可） 

唐納豆の製法 （ 『食品加工総覧』 より作図） 

向
上
高
校
は
生
徒
数
一
四
五

〇
人
。
男
女
共
学
の
普
通
高
校

だ
。
生
徒
の
大
半
は
四
年
制
大

学
や
短
大
に
進
学
す
る
。
小
松

崎
先
生
は
、
受
験
科
目
で
は
な

い
教
科
だ
か
ら
、
家
庭
科
で
は

「
考
え
さ
せ
る
」
授
業
を
し
た

い
と
い
う
。
時
間
数
も
多
く
な

い
の
で
、実
習
時
間
も
少
な
い
。

い
か
に
知
的
な
刺
激
を
与
え
ら

れ
る
か
、
量
よ
り
質
で
勝
負
で

あ
る
。
た
と
え
ば
二
年
生
で
履

量
よ
り
質
の
授
業
は

教
材
研
究
が
決
め
手

加
工
の
現
状
か
ら
伝
統
的
製
法
ま
で

チ
ャ
ー
ト
で
わ
か
る

食
品
は
学
校
教
育
で
も
さ
ま

ざ
ま
な
分
野
と
関
係
す
る
の

に
、
そ
の
製
造
の
原
理
や
プ
ロ

セ
ス
や
歴
史
な
ど
を
詳
し
く
調

べ
よ
う
と
す
る
と
、
ま
と
ま
っ

た
本
が
少
な
い
。
神
奈
川
県
伊

勢
原
市
に
あ
る
私
立
向
上
高
等

学
校
で
家
庭
科
を
担
当
す
る
小

松
崎
洋
介
先
生
は
新
聞
広
告

で
、『
食
品
加
工
総
覧
』（
農
文
協

刊
、全
一
二
巻
、揃
定
価
一
五
万

円
）を
み
て
す
ぐ
注
文
し
た
。食

品
栄
養
の
教
材
研
究
に
ぴ
っ
た

り
だ
と
思
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年（
平
成
一
五
年
）

は
、
江
戸
開
設
四
〇
〇
年
の
節

目
に
あ
た
る
。
江
戸
〜
東
京
と

時
代
が
変
わ
っ
て
も
、
常
に
日

本
の
政
治
経
済
の
中
枢
を
担
っ

て
き
た
。
高
層
ビ
ル
が
次
々
と

林
立
し
、
日
ご
と
に
様
相
を
変

え
て
い
る
街
並
み
を
見
る
に
つ

け
「
大
都
会
」
と
い
う
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
。
し
か
し
、
江
戸
・

東
京
は
か
つ
て
大
都
会
の
人
口

を
ま
か
な
う
食
糧
生
産
の
場
を

足
元
に
抱
え
て
い
た
。
つ
い
最

近
ま
で
古
く
か
ら
の
農
村
の
面

影
を
い
た
る
と
こ
ろ
に
残
し
て

い
た
の
で
あ
る
。

赤
坂
か
ら
永
田
町
・
麹
町
に

か
け
て
は
、明
治
時
代
の
初
め
、

牧
場
の
先
進
地
で
、
こ
こ
か
ら

日
本
の
近
代
酪
農
が
広
が
っ
て

い
っ
た
。
早
稲
田
あ
た
り
に
一

面
に
広
が
る
水
田
と
ミ
ョ
ウ
ガ

畑
、
そ
の
真
ん
中
に
早
稲
田
大

学
の
前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学

校
が
創
設
さ
れ
た
。
こ
こ
の
早

稲
田
ミ
ョ
ウ
ガ
は
、
神
田
の
野

菜
市
場
で
上
品
と
高
い
評
価
を

受
け
て
い
た
。
信
州
高
遠
藩
主

内
藤
家
の
下
屋
敷
だ
っ
た
新
宿

御
苑
、
こ
こ
か
ら
内
藤
ト
ウ
ガ

ラ
シ
と
内
藤
カ
ボ
チ
ャ
が
都
下

に
広
が
り
、
そ
の
品
種
特
性
は

現
在
の
新
品
種
に
受
け
継
が
れ

て
い
る
。
こ
ん
な
農
業
農
村
の

歴
史
の
様
々
な
場
面
を
伝
え
て

い
る
の
は
、
各
地
の
神
社
に
建

つ
「
江
戸
・
東
京
農
業
屋
外
説

明
板
」
で
あ
る
。

Ｊ
Ａ
東
京
グ
ル
ー
プ
は
農
協

法
施
行
五
〇
周
年
を
記
念
し

て
、
都
内
五
〇
箇
所
の
神
社
に

説
明
板
を
建
て
た
。
東
京
都
心

部
か
ら
山
間
・
島
嶼
部
ま
で
の

五
〇
で
、
都
民
に
、
江
戸
・
東

京
農
業
の
果
し
た
役
割
や
現
代

東
京
農
業
の
意
義
を
理
解
し
て

も
ら
う
の
が
ね
ら
い
だ
。

そ
し
て
、
Ｊ
Ａ
東
京
中
央
会

で
は
、
五
〇
の
説
明
板
に
、
既

設
の
農
業
記
念
碑
を
あ
わ
せ
て

解
説
す
る
『
江
戸
・
東
京
農
業

名
所
め
ぐ
り
』
を
企
画
・
発
行

し
た
。
こ
れ
ま
で
『
江
戸
・
東

京
ゆ
か
り
の
野
菜
と
花
』『
江

戸
東
京
暮
ら
し
を
支
え
た
動

物
た
ち
』
を
発
行
し
、
都
内
の

全
中
学
校
、
公
共
図
書
館
、
農

業
系
大
学
・
高
校
な
ど
に
寄
贈

し
て
き
た
（
編
集
・
発
売
農

文
協
）。
そ
の
第
三
作
で
、
今

回
は
、
説
明
板
や
記
念
碑
の
あ

る
現
地
を
訪
ね
て
、
そ
こ
で
展

開
し
た
自
然
と
農
業
、
歴
史
と

文
化
な
ど
に
触
れ
て
も
ら
お
う

と
い
う
「
東
京
自
然
と
農
の
ツ

ー
リ
ズ
ム
ガ
イ
ド
」で
も
あ
る
。

来
年
の
江
戸
開
設
四
〇
〇
年

を
機
に
、
本
書
を
片
手
に
か
つ

て
の「
江
戸
・
東
京
下
の
農
村
」

を
訪
ね
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ

う
。

（
定
価
２
５
５
０
円
）

江
戸
開
設
四
〇
〇
年
…
…
大
都
会
を
支
え
た

都
下
農
業
の
面
白
さ
、
大
切
さ

「
江
戸
・
東
京
　
農
業
名
所
め
ぐ
り
」

『
食
品
加
工
総
覧
』
に
は
ダ

イ
ズ
を
原
料
と
す
る
食
品
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て

い
る
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
第
九
巻

の
「
ダ
イ
ズ
の
加
工
の
歴
史
と

現
状
」
の
と
こ
ろ
を
読
む
と
、

修
す
る
食
物
栄
養
の
「
食
品
の

特
質
」
を
例
に
と
れ
ば
、
た
ん

ぱ
く
質
全
般
で
一
時
間
、
植
物

性
た
ん
ぱ
く
質
で
一
時
間
、
動

物
性
た
ん
ぱ
く
質
で
一
時
間
と

い
う
感
じ
の
駆
け
足
の
授
業
と

な
る
。

植
物
性
た
ん
ぱ
く
質
で
は
ダ

イ
ズ
を
例
に
取
り
上
げ
る
。
ダ

イ
ズ
か
ら
ど
う
い
う
工
程
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
品
が
で
き
る
か

を
簡
単
な
チ
ャ
ー
ト
式
の
レ
ジ

ュ
メ
１
枚
に
ま
と
め
、
空
欄
も

空
け
て
お
い
て
、
そ
こ
に
授
業

で
聞
い
た
食
品
を
生
徒
が
記
入

で
き
る
よ
う
に
し
て
お
く
。
教

科
書
の
記
述
で
い
え
ば
わ
ず
か

一
頁
足
ら
ず
の
箇
所
だ
が
、
小

松
崎
先
生
は
そ
の
一
〇
倍
く
ら

い
の
資
料
を
準
備
す
る
。

ダ
イ
ズ
の
加
工
食
品
に
は
、
発

酵
食
品（
微
生
物
に
よ
る
加
工
）

と
、
豆
腐
類
（
豆
乳
お
よ
び
豆

腐
へ
の
加
工
）
の
二
種
類
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
者
は

「
ダ
イ
ズ
の
組
織
を
軟
化
さ
せ

る
一
方
、
各
種
の
酵
素
に
よ
り

成
分
を
分
解
し
、
消
化
、
吸
収

を
助
け
る
だ
け
で
な
く
香
味
物

質
を
生
産
し
て
食
品
と
し
て
の

嗜
好
性
を
高
め
る
」
も
の
で
あ

り
、
後
者
は
「
ダ
イ
ズ
中
に
含

ま
れ
る
不
溶
成
分
を
お
か
ら
と

し
て
除
き
、
消
化
吸
収
の
良
好

な
飲
料
と
し
た
も
の
で
、
さ
ら

に
豆
腐
に
す
る
こ
と
で
独
特
の

食
感
を
も
つ
食
品
」
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

原
則
が
わ
か
っ
た
と
こ
ろ

で
、個
別
の
食
品
を
み
て
い
く
。

ダ
イ
ズ
の
発
酵
食
品
の
代
表
的

な
も
の
は
醤
油
・
味
噌
と
納
豆

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
納
豆
に
つ

い
て
、『
食
品
加
工
総
覧
』
で

調
べ
て
み
る
と
、
納
豆
に
は
現

在
ふ
つ
う
に
つ
く
ら
れ
て
い
る

「
糸
」
と
古
代
に
中
国
か
ら
伝

来
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
「
唐
納

豆
」
に
分
け
ら
れ
る
。『
食
品

加
工
総
覧
』
の
面
白
い
と
こ
ろ

は
、
現
代
的
な
製
法
や
流
通
は

も
ち
ろ
ん
、
伝
統
的
な
製
法
に

つ
い
て
も
詳
し
く
記
述
さ
れ
て

い
る
こ
と
だ
。
納
豆
で
は
、
機

械
化
さ
れ
た
工
程
だ
け
で
な

く
、
伝
統
的
な
糸
引
き
納
豆
や

唐
納
豆
（
上
図
参
照
）、
さ
ら

に
は
東
南
ア
ジ
ア
の
納
豆
で
あ

る
テ
ン
ペ
の
製
法
に
つ
い
て

も
、
チ
ャ
ー
ト
入
り
で
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
て
い
る
（
第
五

巻
、
第
六
巻
）。
こ
れ
は
「
地

域
資
源
活
用
」
の
た
め
に
は
、

来
年
度
か
ら
は
高
等
学
校
で

も
総
合
的
な
学
習
の
時
間
が
ス

タ
ー
ト
す
る
が
、
高
校
で
は
教

科
学
習
か
ら
発
展
し
た
学
習
が

中
心
に
な
る
だ
ろ
う
。
高
校
生

で
も
読
み
こ
な
せ
る
『
食
品
加

工
総
覧
』
は
、
家
庭
科
ば
か
り

で
な
く
歴
史
や
現
代
社
会
、
政

治
経
済
、
化
学
、
生
物
な
ど
、

各
教
科
の
食
領
域
か
ら
の
発
展

学
習
の
た
め
の
図
書
館
必
備
図

書
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

近
代
技
術
だ
け
で
な
く
、
伝
統

的
な
技
術
も
重
要
だ
と
い
う
編

集
意
図
に
よ
る
も
の
だ
が
、
そ

の
特
色
が
食
品
産
業
む
け
の
専

門
書
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
学

校
で
の
教
材
研
究
や
調
べ
学
習

に
と
っ
て
の
資
料
価
値
を
も
高

め
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
醤
油
・
味

噌
や
豆
乳
、
豆
腐
、
湯
葉
な
ど

に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
。
こ
れ

を
、
流
通
、
現
代
的
な
加
工
、

歴
史
な
ど
、
個
別
の
文
献
に
あ

た
っ
て
い
っ
た
と
し
た
ら
、
膨

大
な
時
間
が
か
か
る
し
、
煩
雑

な
専
門
的
表
現
を
読
み
く
だ
い

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

る
。
そ
の
す
べ
て
が
調
べ
ら
れ

る
『
食
品
加
工
総
覧
』
は
多
忙

な
先
生
に
と
っ
て
こ
こ
ろ
強
い

味
方
で
あ
る
。

高
校
で
の
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の

調
べ
学
習
の
必
備
図
書

『
地
域
資
源
活
用
食
品
加
工
総
覧
』

全
12
巻
・
既
刊
９
巻
、
Ｂ
５
判
、
定
価
１
５
０
０
０
０
円

（
加
除
式
・
直
販
商
品
に
つ
き
分
販
売
不
可
）

製 
法 

、 流 

通 

、 歴 

史 

、 文 

化 
「 
食 
」 か 

ら 

広 

が 

る 

発 

展 

学 

習 
『
食
品
加
工
総
覧
』を
活
用
し
た
高
校
の
総
合
的
学
習

東京の地方品種「亀戸大根」を守りつづける生産者
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日
本
の
味

伝
統
食
品

映像記録

全4集
全20巻

老
舗
の
秘
伝
、
郷
土
食
の
知
恵
と
技
―
日
本
の
風
土
の
中
で
先
人
が
育
ん

だ
伝
統
食
品
の
歴
史
と
特
徴
、
失
わ
れ
ゆ
く
製
造
・
加
工
・
調
理
の
技
を

ビ
デ
オ
に
収
め
た
貴
重
な
映
像
記
録
。

全
20
巻
●
各
１
４
７
０
０
円

第
１
集

日
本
の
味
の
ル
ー
ツ
を
探
る

①
ト
チ
の
実
を
食
べ
る
②
遙
か
な
る
コ
ン
ブ
ロ
ー

ド
③
う
ま
味
の
ふ
る
さ
と
「
魚
醤
」
④
京
湯
波
を

造
る
⑤
江
戸
の
味
「
佃
煮
」

第
２
集

伝
統
食
品
の
知
恵
と
工
夫
を
探
る

①
豆
腐
見
聞
録
②
こ
ん
に
ゃ
く
③
昆
布
繁
盛

記
④
信
州
の
寒
天
⑤
九
十
九
里
の
煮
干
し

第
３
集

風
土
の
味
と
技
を
探
る

①
木
曽
の
「
す
ん
き
漬
」
②
南
蛮
渡
来
の
た

く
あ
ん
「
山
川
漬
」
③
佐
久
の
「
凍
豆
腐
」

④
野
州
の
「
干
瓢
」
⑤
和
州
吉
野
葛

第
４
集

大
豆
と
小
麦
食
品
の

ル
ー
ツ
と
技
探
る

①
納
豆
の
ふ
る
さ
と
②
豆
腐
羹
③
出
羽
の
六

浄
豆
腐
④
麺
の
ふ
る
さ
と
⑤
京
生
麩

急
増
す
る
輸
入
農
産
物
、
Ｂ
Ｓ
Ｅ
、
遺
伝
子

組
み
換
え
食
品
の
回
収
騒
ぎ
…
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
？
　
食
の
安
全
性
に
関
す
る
疑

問
に
答
え
る
最
新
作
。

第
１
巻
　
大
丈
夫
？
あ
な
た
の
食
卓

―
輸
入
食
品
を
追
跡
す
る
（
27
分
）

第
２
巻
　
こ
こ
で
見
分
け
る
食
品
表
示

―
不
安
な
食
品
の
点
検
法
（
20
分
）

第
３
巻
　
安
全
安
心
な
食
卓
づ
く
り

―
地
産
地
消
の
共
生
へ

（
20
分
）

安
全
安
心
な
食
を

考
え
る
シ
リ
ー
ズ

Ｖ
Ｈ
Ｓ
　
全
３
巻
　
各
１
０
５
０
０
円
　
揃
価
３
１
５
０
０
円

協
力
・
Ｊ
Ａ
全
国
女
性
組
織
協
議
会


